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姉妹（友好）都市提携について
当協会では、全国自治体の姉妹都市提携に関する情

報を収集するとともに、新たな姉妹都市提携を希望し
ている自治体からのご相談に応じています。

国際交流が一層活発となっている中、姉妹都市提携
や交流に関するご相談も年々増加しています。そこで、
自治体の皆さまのご参考としていただくため、姉妹都
市提携に関する情報を自治体の最新提携事例と併せて
ご紹介します。
【クレアによる姉妹都市の定義】

姉妹都市提携には法律上定められた定義はありません
が、当協会では、統計処理の都合上、以下３要件を満たし
ているものを「姉妹（友好）都市提携」と定めています。

① �両首長による提携書があること
② �交流分野が特定のものに限られていないこと
③ �交流するにあたって予算措置が必要となるものと

考えられることから、議会の承認を得ていること

【提携にあたって一般的な手続き手順】
提携する所定の手続きはないため、個々のケースに

よって異なってきます。また仲介者の存在の有無、過去
の交流実績の有無などによっても手順が変わってきます
ので、提携先から探す一般的な手続きをご紹介します。

① �候補都市のリストアップ
② �候補自治体への提携意向打診
③ �現地調査　※場合によっては交流事業の実施
④ �提携意思の確認
⑤ �提携に伴う交流活動について相手方と協議
⑥ �提携書の署名・調印式
⑦ �提携に基づく交流活動実施

儀礼的な使節交換に留まることなく、企画段階から住
民参加を募るほか、金銭負担の少ない交流の推進、目的
を明確化した多様な交流を進めていくことが重要です。

伊豆の国市×米・マリーナ市
姉妹都市締結までの経緯

静岡県伊豆の国市では、グローバル人材の育成を教
育施策の柱に据え、学生が交流できる英語圏の交流先
を模索していたところ、クレアからの紹介でマリーナ
市に出会いました。そして、在サンフランシスコ日本
国総領事館の仲介により、2023 年からマリーナ市と調
整を始め、関係をスタートさせました。人口規模が近
いことや、いちご栽培で有名な地域という共通点を持
ち相互理解と交流の発展に可能性を見出しました。
提携意思確認後から締結式まで

提携にあたっては、直ちに姉妹都市提携とせず、まず
は「友好都市交流に関する覚書」を独自に設け締結しま
した。覚書の締結後、年に３回マリーナ高校の学生と市
内の高校生のオンライン交流会を実施し、市の紹介動画
を学生が作って双方の市の紹介をしたり、手紙のやり取
りをしたり親睦を深めました。また、2024 年 7 月に、
伊豆の国市長が初めてマリーナ市を訪問、翌年 2025 年
3 月にはマリーナ市長が伊豆の国市を訪問。このように
して約 3 年間にわたり交流を通じて関係を深め、交流
実績を積み重ねることで、市民および議会の理解を醸成
するための助走期間としました。そしてその努力が実を
結び、2026 年 3 月議会にて承認を得て、同年 4 月
21 日に姉妹都市提携を締結しました。現在でも、オン
ライン交流でつながった学生同士が、SNS などでも交
流を続けるなど、日常的なつながりが続いています。

なお、より多くの市民が参加しやすい形とするため、
調印式はオンラインで実施しました。この形式とする
ことで、両市の市民も参加可能な形で交流の節目を共
有できた点が特徴です。
提携後の交流内容や今後の方針

2026 年度には、伊豆の国市の高校生が初めてマリー
ナ市に訪問する事業が行われる予定で、ホームステイや

交流親善課

姉妹（友好）都市提携について
～最新事例を紹介！～

（一財）自治体国際化協会交流支援部交流親善課

現場レポート現場レポート



自治体国際化フォーラム｜ September 2026 Vol. 443 27

学校訪問、企業見学などを通じた実践的な交流が計画さ
れています。交流の実施にあたっては、学校や市民団体
が主体的に関わる体制を構築しており、訪問に向けてオ
ンライン会議や実務調整を円滑に進めています。

今後は、市民団体である友好都市交流協会が交流の
主体となり、教育分野に加え、市民レベルでの交流の
拡大を図りたいと考えています。

2024 年 3 月、伊豆の国市を初訪問したマリーナ市訪問団を歓迎

牛久市×ジョージア・テラヴィ市
姉妹都市締結までの経緯

茨城県牛久市とジョージア・テラヴィ市との交流は、
2024 年 11 月に、駐日ジョージア大使が母校である県
立牛久栄進高校で講演を行うため来訪されたことを契
機に始まりました。牛久市は、これを記念するとともに、
ジョージアに敬意を表し、同日を「ジョージア・デー
in 牛久」として、保育園給食でのジョージア料理シュ
クメルリなどの提供、ホールでの映画上映、図書館で
の関連図書展示、ジョージアワインの販売など、市民が
ジョージアを知ることができる取り組みを展開しました。

その後、大使との意見交換で、牛久市が日本初の本格
的な西洋式ワイナリーである『牛久シャトー』を有する
ことから、ワイン発祥の地であるジョージアの自治体と
の交流には意義がある旨を伝えたところ、大使館からワ
イン産業が盛んなカヘティ州の州都テラヴィ市が紹介さ
れました。2025 年 1 月に、両大使館も同席のもとオン
ライン会議で両市長が初の顔合わせを行い、姉妹都市提
携に向けた交流の意向が双方で一致しました。
提携意思確認後から締結式まで

提携意思確認後は両市の担当間でメールのやり取り
をはじめ、同年 3 月にはテラヴィ市長が牛久市を初訪
問。市内ワイナリーや柔道協会の練習の見学などを通
じ、多方面での交流の可能性を探りました。

その後は協定書案の検討を進めるとともに、「姉妹都
市締結協定に基づく交流プログラムにかかる覚書」も合
わせて作成し、市民交流や文化・スポーツ交流を柱とし
た内容を整理しました。同年 5 月には牛久市から訪問
団を派遣し、ジョージア独立記念日行事への参加ととも
に、協定内容について意見交換を行い大筋で合意に至り
ました。その後、同年 11 月にテラヴィ市長の交代があ
り、12 月には、新市長とのオンライン会議を開催し、
交流継続と締結に向けた意思を再確認しました。
重要文化財『牛久シャトー』での締結式

市長の定期的な面会や担当間での丁寧な調整を行い、
着実に準備を重ね、2026 年 4 月にテラヴィ市長率い
る代表団が牛久市を訪問し、4 月 3 日に姉妹都市を締
結しました。締結式は、日本の重要文化財である『牛
久シャトー』で、両大使館同席のもと両市長による署
名が行われました。
締結後の交流内容や今後の方針

日本とジョージアの自治体による姉妹都市は初の事
例であり、両大使館からの支援も手厚く、両国にとっ
ても意義のある締結となりました。今後は、両市のご
縁をつないだ「ワイン」を通じた市民交流をはじめ、
文化・スポーツ交流も視野に入れながら、双方にとっ
て有意義で継続的な関係を築いていきます。

2026 年 4 月 3 日、姉妹都市協定締結式の様子

今回は、クレアが仲介して姉妹都市締結に至った伊豆
の国市の事例、日本で初めてジョージアの自治体と姉妹
都市を締結した牛久市の事例をご紹介しました。　

クレアでは、姉妹都市提携に関するご相談に随時対
応しておりますので、お気軽にお問い合わせください。
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【問い合わせ先】
交流支援部交流親善課　
TEL：03-5213-1723　Mail: shimai@clair.or.jp


